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が減少したことから，強度は低下した．いずれのコークスモデルにおいても Case Elasticの場合と比較して Case 
Visco-elasticの場合に反力は小さい．これは，成型物の内部が亀裂により分断され，力が伝達しなくなったためで
あると考えられる．各条件に着目すると，Coke Hi7Spと比較して他のコークスモデルの反力が大きい．これは，
これらの条件において形成される亀裂の量が減少したためであると考えられる．
第7章 結論
本論文では，乾留過程におけるコークスの亀裂形成について検討した．不活性成分を配合した場合における収
縮率低下のメカニズムを明らかにした．また，新規解析手法を提案し，提案した手法を用いて乾留過程を対象と
した熱応力解析を実施することで，室炉コークスおよび成型コークスにおける亀裂形成のメカニズムを数値解析
的に示した．
